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学校関係者評価報告書 

 

 

 学校法人彰栄学園彰栄リハビリテーション専門学校は、２０２０年度の自己評価を基本

とした学校関係者評価を実施いたしましたので、ここに報告します。 

 

≪本校の学校関係者評価について≫ 

 学校関係者評価は、学生・卒業生、関係業界・団体、教育業界、保護者・地域住民などを、

学校自らが選任し、構成された評価委員会等が、「彰栄リハビリテーション専門学校 学校

評価実施規程」に沿って学校が行った自己評価の結果について評価することを基本として

行う評価です。 

 

◇目的 

本校の自己評価結果の客観性、透明性を高めるとともに、本校と密接に関係する学校関係

者の理解促進や連携体制による学校運営の更なる改善、教育活動及び学校運営などの質の

保証と向上を図ることを目的とします。 

 

◇自己評価・学校関係者評価の対象期間 

 ２０２０年度（２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日） 

 

１．学校関係者評価委員 

（１）木越浩平（新和会鳳永病院リハビリテーション部作業療法主任） 

（２）手塚雅之（日本リハビリテーション専門学校作業療法学科昼間部学科長） 

（３）河野達也（日本リハビリテーション学舎専門学校社会医学技術学院 

作業療法学科学科長） 

（４）神田幸洋（医療法人社団健育会ケアセンターけやき訪問看護ステーション） 

【本校卒業生】 

（５）林 一斗（社会福祉法人東京有隣会有隣病院）【本校卒業生】 

 

２．学校関係者評価委員会の開催状況 

第１回：２０２１年６月２５日（金）（彰栄リハビリテーション専門学校） 

第２回：２０２１年９月（彰栄リハビリテーション専門学校） 

第３回：２０２２年５月予定（彰栄リハビリテーション専門学校） 

 



２０２０年度自己点検及び自己評価報告書による評価報告 

 

【教育目標と本年度の重点目標の評価】 

今後も目標達成に向けて努力してほしい。なお、新型コロナ感染症の状況に対応して、学生

及び学校関係者への対応を進めてもらいたい。 

 

【基準１．教育理念・目的・育成人材像】 

具体的に明記したので、これをホームページなどの広報に生かし、求める人材育成に努力し

ていきたい。 

１‐１ 新型コロナ感染症への対応を早急に対応していく。 

 

【基準２．学校運営】 

遠隔授業などのＩＣＴ技術をとりいれた教育が必須となってきている。設備及びソフト等を早

急に工夫していかなくてならない。人事評価制度について、引き続き学校や学生への貢献度など

を含めて適切な判断をする基準が必要である。 

２‐２ 専門実践教育訓練給付金について、申請基準に残念ながらあと少しで届かず取りやめ

たが、改めて申請できるように図る。 

２‐７ 遠隔授業等の環境を整える。 

 

【基準３．教育活動】 

教員の負担が偏る課題については、現状について情報交換等を各学科及び委員会、部会等で共有

する。授業評価について、３６０度評価が望ましいので、引き続き情報収集及び評価項目等につ

いて精査・検討する。 

３‐９ コロナ感染症による、授業評価等が過去と比べ変化している。状況を踏まえ対応したい。 

３‐１０ コロナ感染症のため、今後のフォローも重要だと考えている。 

 

【基準４．学習成果】 

４－１３就職率 就職説明会だけでなく、卒業生や実習地などを基本としたネットワークづく

りが重要だが、コロナ感染症の対応でお互いの情報を活用するのが困難であった。 

 

【基準５．学生支援】 

大項目総括 コロナ感染症のため、学生との対面での面談回数がほとんど出来なかったのが現

状である。外部の相談員窓口について、これまでの支援内容を生かした対応を精査して、今後に

活かしたい。 

５－１７ コロナ感染症の対策のため、必要な学生に対面でのコミュニケーションができない

ことが多くなったため、メール及びｍｅｅｔ等で行った。今後、事後策を検討したい。 



【基準６ 教育環境】 

大項目総括 コロナ感染症の対策のため、実習施設の確保が難しい状態が続いた。学生には学外

及び学内実習で日数を調整して対応をした。今後も、施設の確保を続ける。 

６－２２ 施設・設備 評価器具の更新は必要のため、設備等の刷新を進める。 

６－２４ 防災・安全管理 不十分との報告を受け、今年度は消防署に相談して体制づくりを進

める予定であったが、コロナ禍の状況を見て進めたい。   

 

【基準７ 学生の募集と受け入れ】 

大項目総括 コロナ感染症の対策のため、まずは大きな変更は難しいため、今の環境でできる事

（教員の参加等）を進めていく。 

 

【基準８ 財務】 

大項目総括 コロナ感染症の対策のための設備及び授業準備品等の購入が急務となったが、社

会全般で必要物資の在庫不足が続いている。 

 

【基準９ 法令等の遵守】 

９－３４ 学校評価 予算等の制約があるが、自己点検及び自己評価をホームページでもっと

わかりやすくする方法を図る。 

 

【基準１０ 社会貢献・地域貢献】 

１０－３７ ボランティア活動 コロナ感染症の対策のため、貢献できる機会が少なかったが、

今後も地域活動に従事する意図を発信してもらいたい。 
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TEL 03-5943-0411 FAX 03-5943-0412 


